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は
、
積
極
的
に
活
動
す
れ
ば

す
る
程
、
事
件
や
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
高

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
保
険
に
は
市
が
加
入
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
被
害
者
に

な
っ
た
場
合
の
み
。
実
際
に

万
一
、
目
の
前
で
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
、
最
悪
は
加
害

者
と
し
て
の
責
任
を
問
わ
れ 

     

る
こ
と
も
あ
り
得
る
為
、
北

上
小
学
校
区
Ｓ
Ｇ
で
は
各
自

治
会
が
金
銭
を
工
面
し
て
自

主
的
に
団
体
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
が
余
計
な
心

配
な
く
活
動
に
専
念
で
き
る

為
に
は
、
学
校
側
の
理
解
や

父
母
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

Ｓ
Ｇ
を
立
ち
上
げ
た
三
島
市

教
育
委
員
会
の
積
極
的
な
支

援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、

心
が
薄
い
よ
う
だ
。
又
Ｓ
Ｇ

自
体
を
よ
く
知
ら
な
い
父
母

も
未
だ
に
多
い
。
そ
こ
で
、

父
母
に
も
っ
と
Ｓ
Ｇ
の
存
在

や
活
動
を
知
っ
て
貰
い
、
参

加
で
き
る
父
母
に
は
参
加
し

て
貰
お
う
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
を
深

め
る
一
環
と
し
て
今
年
は
夏

休
み
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
整
備
作
業
に 

     

も
参
加
し
た
。
ま
た
、
学
校

便
り
に
Ｓ
Ｇ
活
動
に
つ
い
て

載
せ
て
貰
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
に
Ｓ
Ｇ
を
体
験
し
て
貰

う
事
も
進
め
て
い
る
。
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
少
し
づ
つ
で

は
あ
る
が
、
父
母
の
Ｓ
Ｇ
へ

の
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
る

様
子
で
あ
る
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
が
ら
責

任
あ
る
立
場
で
も
あ
る
Ｓ
Ｇ 

Ｓ
Ｇ
関
連
の
予
算
は
な
く
、

立
ち
上
げ
た
と
は
い
え
丸
投

げ
の
様
な
状
態
で
あ
る
。
来

年
度
以
降
は
こ
の
負
担
を
軽

減
し
て
貰
え
る
様
、
市
に
働

き
か
け
て
い
く
方
針
だ
。 

 

又
、
北
上
小
学
校
区
安
全

会
議
と
の
連
携
も
望
ま
れ

る
。
同
じ
目
的
な
の
に
バ
ラ

バ
ラ
に
活
動
し
て
い
る
の
が 

     

現
状
だ
。
そ
れ
に
活
動
人
員

が
若
干
増
え
た
と
は
い
え
、

現
在
の
メ
ン
バ
ー
の
負
担
は

決
し
て
軽
く
な
っ
た
と
は
言

え
な
い
。
今
後
も
っ
と
メ
ン

バ
ー
が
増
え
れ
ば
一
人
ひ
と

り
の
負
担
は
自
ず
と
軽
減
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
残
念

な
事
に
父
母
の
間
で
は
「
Ｓ

Ｇ
っ
て
大
変
そ
う
」
と
い
う

の
が
定
説
で
あ
る
。 

 

子
供
を
守
る
正
義
の
味
方            

 
 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
躍
に
期
待
（
下
）" 

 

〈
水
の
世
紀
〉
の
な
か
で
『
水
の

都
』
三
島
市
の
水
道
水
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
み
た
。 

 

三
島
市
の
水
道
事
業
の
始
ま
り

は
、
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）

に
旧
陸
軍
軍
用
水
道
施
設
の
無
償
貸

付
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
周
辺
の
「
さ

く
井
不
可
能
地
域
」
に
対
し
最
小
限

度
の
給
水
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ

た
。
そ
の
後
一
九
六
四
年
（
昭
和
三

九
）
に
、
裾
野
市
伊
豆
島
田
に
伊
豆

島
田
浄
水
場
が
完
成
し
、
稼
動
。
一

九
七
一
年
（
昭
和
五
十
一
）
か
ら
は

熱
海
・
函
南
と
共
に
、
県
が
行
う
清

水
町
・
柿
田
川
か
ら
取
水
す
る
駿
豆

水
道
事
業
か
ら
受
水
し
て
い
る
。 

 

読
者
に
は
「
三
島
市
の
水
源
を
、

ど
う
し
て
裾
野
市
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
？
」
の
疑
問
が
有
り
そ

う
な
の
で
説
明
す
る
と
、
伊
豆
、
島

田
浄
水
場
の
道
路
北
側
か
ら
、
浄
水

場
建
設
以
前
か
ら
北
上
地
域
の
三
島

市
農
民
が
、
田
畑
に
地
下
水
を
汲
み

上
げ
て
利
用
し
て
い
た
の
で
、
強
い

権
利
権
限
を
持
つ
水
利
権
が
働
き
、

裾
野
市
も
三
島
市
の
地
下
水
の
汲
上 

せ
る
た
め
の
市
民
に
よ
る
企

画
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
９
条
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
」
が
三
島
を
通
過
す
る

の
は
四
月
十
八
日
（
金
）
の

予
定
。
人
数
は
三
〇
人
か
ら

五
〇
人
位
に
な
る
と
予
想
し

て
い
る
。 

 

こ
の
受
け
入
れ
準
備
と
し

て
、
十
二
月
末
日
、
実
行
委

員
の
一
人
で
あ
る
一
橋
大

学
、
足
羽
興
志
子
教
授
が
三

島
、
成
真
寺
を
訪
れ
、
関
係

者
数
名
で
打
合
せ
を
行
っ

た
。
四
月
十
八
日
当
日
、
三

島
市
内
で
の
団
体
宿
泊
先
を

探
し
て
い
る
。
前
提
と
し
て
、

宿
泊
代
は
無
料
、
食
事
は
受

け
入
れ
団
体
で
準
備
す
る
。 

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

カ
ン
パ
を
原
則
と
し
て
い
る

の
で
、
賛
同
す
る
市
民
の
善

意
と
寄
付
を
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
下
さ
い
！ 

 

実
際
に
Ｓ
Ｇ
と
し
て
登
録
し

て
い
る
父
母
に
関
く
と
「
対

岸
の
火
事
で
は
な
い
と
思
っ

て
登
録
し
た
。
で
も
張
り
切

る
と
長
続
き
し
な
い
か
ら
無

理
し
な
い
で
や
ろ
う
と
言
わ

れ
、
そ
の
言
葉
に
甘
え
て
無

理
は
全
然
し
て
い
な
い
し
負

担
を
感
じ
た
こ
と
も
一
度
も

な
い
。
本
来
私
た
ち
父
母
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子

供
の
安
全
を
Ｓ
Ｇ
の
方
連
だ

け
に
任
せ
て
し
ま
う
の
は
申

し
訳
な
い
、
親
と
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
少
し
で
も
返
し

た
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て

い
る
。」
と
話
す
。
大
勢
が
少

し
ず
つ
負
担
を
分
け
合
っ

て
、
隙
間
な
く
子
供
の
安
全

を
確
保
で
き
た
ら
、
こ
れ
ほ

ど
理
想
的
な
事
は
な
い
。
今

後
も
Ｓ
Ｇ
の
動
向
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。 

 

徳
倉 

若
主
婦 

手
伝
う
よ
う
に
な

っ
た
。 

古
き
よ
き
「
名
曲

喫
茶
」
を
偲
ば
せ

る
、
癒
や
し
の
老

舗
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

音
楽
が
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
雰
囲
気
を

作
り
出
す
。
自
慢
の

珈
琲
は
十
二
種
類
、

「
ブ
レ
ン
ド
」
は
四

〇
〇
円
か
ら
、
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト
、
ス
パ
ゲ

テ
ィ
、
カ
レ
ー
も
注

文
で
き
る
。 

     

以
下
Ｓ
Ｇ
）
。
様
々
な
場
面
で

活
動
し
て
き
た
Ｓ
Ｇ
で
あ
る

が
、
同
時
に
様
々
な
課
題
も

見
え
て
き
た
。 

 

昨
年
度
は
「
黒
子
と
し
て

子
供
の
安
全
を
側
面
か
ら
支

援
す
る
」
が
基
本
方
針
だ
っ

た
が
、
よ
り
活
発
な
活
動
の

為
に
今
年
度
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
連
携
」
を
目
標
に
し
て
い

る
。
子
供
を
守
る
の
は
親
の

役
目
で
あ
り
、
Ｓ
Ｇ
活
動
は

父
母
が
出
来
な
い
部
分
の
フ

ォ
ロ
ー
を
す
る
の
が
本
来
の

姿
で
あ
ろ
う
が
、
北
上
小
学

校
区
の
場
合
、
も
と
も
と
有

志
で
始
め
た
だ
け
あ
っ
て
初

め
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。
恵
ま
れ
す
ぎ

た
為
か
、
父
母
は
Ｓ
Ｇ
に
対

す
る
あ
り
が
た
み
や
感
謝
の 

 

前
号
で
活
動

を
紹
介
し
た

北
上
小
学
校

区
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
（ 

 
 

短
歌 
  

│ 

十
二
月
八
日
・
そ
し
て 

│ 
 

そ
の
夜
を
貝
は
静
か
に
砂
を
吐
く
十
二
月
八
日
月

齢
七
・
五 

 

「
も
し 

あ
の
時
」と
歴
史
に
ｉ
ｆ
を
お
い
て
み
る 

四
十
一
年
十
二
月
八
日 

 

く
り
か
え
し
開
戦
の
朝
の
ラ
ジ
オ
鳴
り
「
臨
時
ニ
ュ

ー
ス
」
を
伝
え
し
と
聞
く 

 

暮
の
日
に
終
曲
の
ア
ー
メ
ン
響
か
せ
て
メ
サ
イ
ア

全
曲
「
汝 

殺
す
な
か
れ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野
和
子 

〈
前
号
の
お
詫
び
と
訂
正
〉 

マ
イ
ス
キ
ー
と
ヘ
ミ
ン
グ
フ
ジ
コ
が
た
お
や
か
に
そ
し
て
激
し
く
サ

ン
サ
ー
ン
ス
奏
で
る 

の
「
激
し
く
」
は
「
楽
し
く
」
の
誤
り
で
し
た
。 

  

― 

一
人
暮
ら
し 

― 
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
つ
ぎ
つ
ぎ
と
明
け
ら
れ
て
帰
宅

の
人
等
に
戻
る
日
常 

 

子
が
く
れ
し
褒
美
と
思
う
孫
四
人
明
る
く
吾
が
生

支
え
て
く
れ
ぬ 

 

「
バ
ア
ち
ゃ
ん
か
」電
話
の
声
の
和
ら
ぎ
ぬ
ひ
と
り

暮
ら
し
を
始
め
て
七
日 

 

来
る
度
に
青
年
の
貌
に
な
っ
て
い
る
孫
に
言
葉
選

ん
で
話
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
十
路
姫 

  

― 

あ
と
一
〇
年
か
も
知
れ
な
い 

― 
 

食
う
こ
と
も
ほ
と
ほ
と
飽
き
て
う
た
た
寝
し
飢
餓

難
民
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
け
り 

 

暖
冬
も
烈
火
の
夏
も
な
に
せ
む
に
地
球
破
滅
の
時

は
す
ぐ
そ
こ 

 

車
捨
て
道
を
歩
け
ば
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
舗
道
の
隅
で

命
を
つ
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未
来
無
男 

―――伊豆島田浄水場と柿田川駿豆水道の２系統――― 

三島の水道水は！どうなっている（上） 
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を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

 

現
在
の
計
画
給
水
量
は
、

佐
野
見
晴
台
な
ど
ご
く
一
部

を
除
く
全
市
内
で
、
一
日
最

大
給
水
量
及
び
給
水
人
口
は 

三
島
市
安
久
に
「
ふ
じ
越
」

と
い
う
喫
茶
店
が
あ
る
。
国

道
１
３
６
号
線
を
南
下
し
、

明
治
ケ
ン
コ
ー
ハ
ム
の
交
差

点
を
左
折
、
五
〇
ｍ
入
っ
た

所
。
壁
に
は
ア
ン
テ
ー
ク
な

柱
時
計
が
所
狭
し
と
飾
っ
て

あ
る
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
音

楽
が
流
れ
、
熱
い
珈
琲
を
飲

む
と
気
持
ち
が
落
着
く
。
店

の
中
央
に
は
時
代
物
の
蓄
音

機
が
置
い
て
あ
り
、
ピ
カ
ピ

カ
に
磨
か
れ
た
ラ
ッ
パ
が
、

金
色
に
輝
き
眩
し
い
。
ご
主

人
に
話
を
聞
く
と
昭
和
五
一

年
に
開
店
し
た
と
の
こ
と
。

当
初
は
奥
さ
ん
が
始
め
た
が 

 

二
十
一
世
紀
は
〈
水
の
世
紀
〉
と
言
わ
れ
る
。〈
水
の
世
紀
〉
を
ネ
ッ
ト
か
ら
拾
う
と
、「
一
九
九
五

年
、
当
時
世
界
銀
行
の
副
総
裁
で
あ
っ
た
イ
ス
マ
ル
・
セ
ラ
ゲ
ル
デ
ィ
ン
氏
が
『
二
〇
世
紀
の
戦
争
が

石
油
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
は
水
を
め
ぐ
る
争
い
の
世
紀
に
な
る
だ
ろ
う
』

と
予
測
し
た
と
い
う
。
そ
の
発
言
か
ら
十
年
を
経
た
現
在
、
世
界
の
水
問
題
は
深
刻
化
し
、
二
十
一
世

紀
は
〈
水
の
世
紀
〉
と
い
う
言
葉
が
、
水
不
足
、
水
汚
染
、
水
紛
争
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
、
し
ば

し
ば
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。 

 

〇
八
年
五
月
四
日
～
六

日
、「
９
条
世
界
会
議
」
が
千

葉
県
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
国
際
会
議
は
、

日
本
国
憲
法
第
９
条
を
人
類

の
英
知
の
結
晶
、
世
界
人
類

の
財
産
、
希
望
の
光
と
す
る

世
界
の
声
を
結
集
し
、
憲
法

９
条
の
崇
高
な
理
念
を
世
界

の
秩
序
と
し
て
広
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

会
議
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
や
国
際
的
に
著
名

な
有
識
者
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

か
ら
の
専
門
家
、
文
化
人
、

市
民
ら
が
多
数
集
う
。 

「
９
条
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」

は
「
９
条
世
界
会
議
」
の
プ

レ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
広

島
と
長
崎
の
声
を
、
そ
し
て

沿
道
を
は
じ
め
日
本
の
多
く

の
町
や
村
の
平
和
へ
の
声
を

つ
な
い
で
、
「
９
条
世
界
会

議
」
に
伝
え
、
世
界
に
響
か 

 

そ
の
後
、
二
〇
年
位
前
か
ら
、

会
社
を
辞
め
て
、
ご
主
人
が 

「
９
条
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」 

 

二
月
二
四
日
～
五
月
四
日 

憲
法
９
条
を
広
島
か
ら
東
京
、
世
界
へ 

 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店? 

喫
茶
店
『
ふ
じ
越
』
三
島
市
安
久 

１月１５日（火） 
PM ６：４５ 

米軍再編でどうなる日本 
講師：米野直彦氏（理工科大学非常勤講師） 

会場：本町タワービル ４Ｆ 会議室 
共催：みしま憲法９条の会、みしま中部憲法９条の会、 

三島市市民講座、三島・田方憲法９条の会 
連絡先：975-1349福尾、973-1189栗原 
    971-3348山口、971-3549渡辺 
 入場無料  参加者自由  飛び込み参加歓迎 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

七
万
八
千?

で
十
二
万
四
千

人
。
こ
の
計
画
給
水
量
を
伊

豆
島
田
水
源
（
四
万
八
千?

で
七
万
八
千
九
百
人
）
と
駿

豆
水
道
（
三
万?

で
四
万
五

千
百
人
）
で
補
っ
て
い
る
。 

大
ま
か
に
言
う
と
、
旧
東
海

道
を
境
に
北
部
が
伊
豆
島
田

水
源
、
南
部
を
駿
豆
水
道
で
、

昨
年
度
の
実
積
は
、
一
日
最

大
配
水
量
（
６
／
２
８
）
に

五
万
四
千
五
百
八
十
八?

で

計
画
給
水
量
に
対
し
充
分
余

裕
が
あ
る
。 

 

「
三
島
の
水
は
お
い
し
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
る
と
、 

市
の
担
当
課
は
『
お
い
し
い

水
』
を
、
一
般
的
に
は
「
ミ

ネ
ラ
ル
、
硬
度
、
炭
酸
ガ
ス
、

酸
素
を
備
え
た
冷
た
い
水
」、

簡
単
に
い
う
と
「
臭
い
が
な

い
、
ま
ろ
や
か
、
冷
た
い
水
」

と
説
明
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
『
旧
厚
生
省
の
お
い
し
い

水
研
究
会
』
が
定
め
た
『
お 

い
し
い
水
の
水
質
条
件
』
に

よ
る
各
項
目
を
、
三
島
の
水

は
、
地
下
水
及
び
湧
水
に
塩

素
消
毒
を
し
た
だ
け
で
給
水

で
き
る
ほ
ど
良
質
で
、
条
件

に
ほ
ぼ
当
て
は
ま
る
『
お
い

し
い
水
』
と
い
え
る
」
と
胸

を
張
っ
た
。 

 お子さん、お孫さんの名前を 
 作品にして見ませんか 

【お問合せ】 

佐藤晶山 
〒411-0046 
三島市芙蓉台 2-7-16 
電話：055-987-1083 

三島児童文学を語る会１月例会のお知らせ 
 日時：１月２６日（土）１３時３０分～１６時３０分 
（第四土曜日に戻りました。お間違えないように） 

場所：三島市大社町防災センター   研修室 
 テキスト A 詩「風にふかれて」大洲秋登（『びわの実ノート』より） 
           当日プリントをお渡しします 
 テキスト B 「雪の日」小出正吾 （小出正吾児童文学全集１巻 P８７） 
 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子  
連絡先 三島市中央町８－８ 山口  TEL ９７１－３３４８ 

映画と講演   １月１８日（金） 
「六ケ所村ラプソディー」 
会場 沼津市立図書館 ４F 視聴覚室 
上映 ＰＭ１時、ＰＭ４時、ＰＭ７時 
講演 「監督、鎌仲ひとみが語る」 

      ＰＭ３：３０、ＰＭ６：００ 
主催：「六ヶ所村ラプソディー」を上映する沼津実行委員会 
講演：沼津市教育委員会、沼津消費者協会、生活クラブ
生協静岡、沼津市消費者研究会、ＮＰＯ法人海風４７ 
問い合わせ：055-931-2904 沼津市労連自治研部 
（注） 当日、資料代５００円が必要です。 

ＰＣトラブル対策クラブ 
趣味の仲間、同好会を発足します。ＰＣトラブルで困っている方、仲間と交流して対策
を検討します。また、ＬｉｎｕｘＰＣも研究します。 ただ今、会員募集  会費無料 

毎月１回、第４土曜日、北上プラザ（未定）午後１時～４時 
連絡先：090-5009-3640又は 055-988-1926（堀まで） 

 

楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日、生涯学習センター５Ｆ（パソコン室） 
午後７時～８時半、月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 
ワード、エクセル、デジカメ、 
画像処理、ホームページ作成等 
連絡先：055-986-1301（勝俣） 

イ 

フ 

 

明
治
ケ
ン 

コ
ー
ハ
ム 

喫茶店 
ふじ越 

Ｎ 

電話：055-977-5907 
国道１３６ 


